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４ 道徳教育の充実

【指導課関係調査１２月より】各学校では「熊本の心」を活用

した授業を、地域や保護者に公開 上益城 生活に生かそうとしているか

されており、道徳教育の充実に向 小学校 85.0%

けた取組がなされています 一方 中学校 86.0%。 、

（ 「アしている」＋「イどちらかといえば」の割合）「道徳を自分の生活に生かそうと

しているか 」という児童生徒への設問の結果（上表）からは、道徳的実践。

意欲と態度を育てるために、更なる工夫改善の必要があると言えます。

○次の点について、自分の授業を振り返ってみましょう。

□全体計画の重点事項と年間指導計画の内容の整合性が取図れているか。

□年間指導計画に沿って実施しているか。

□本時の展開が気持ちの読み取りに偏り、単調になっていないか。

□教材研究を行って、授業を行っているか。

(1) 道徳の教科化に向けて

【平成２７年８月実施小学校教育課程地区別研究協議会資料より】

＜平成２８年度４月のスタートまでにすること＞

「 」 、① 特別の教科 道徳 の解説や道徳教育パワーアップ研究協議会の資料等を読み

趣旨や内容項目がどう変わったか等を確認する。

② 熊本県教育委員会から出される提言に従って 「私たちの道徳」や「熊本の心」、

を活用した年間計画の作成や新たな内容項目への対応を検討する。
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(2) 津森小学校の実践
＜導入の工夫＞

身近な話題から、

本時の学習内容に

つなげます。

「どんな話をしたか

な。」と、会話を想

像することから、気

持ちを考えます。

表情のカードを示し、

絵からも気持を考えさ

せることができます。

意図的な指名をする

ことで、学習の流れ

がぶれません。

本時の学習で学んだ

ことを自分の考えた

色や言葉で表すこと

で、子どもたちの変

容が見えます。掲示

することで、交流に

もなります。

歌を歌って、余韻を

残す終末の工夫もあ

ります。

板書計画とそれ

に合わせたワー

クシートの例で

す。板書やシー

トの内容、量

は、精選しまし

ょう。


